
                                   

■「持続可能なまちづくり」事例調査の趣旨 

 

○前回協議会における指摘事項 

・道内市町村は、人口減少に伴い、地域をどう存続していくか、大きな課題を抱える 

・ひと、コミュニティ中心のまちづくりを念頭に、「まち」をどのように維持していくかを

重視し、まちの将来像を組み立てるべき。 

○北の住まいるタウンにおける今後の進め方 

・「まち」を維持する観点、すなわち、「持続可能なまちづくり」をテーマに取り組む 

⇒自治体に、具体的な将来像をイメージしてもらう「仕掛けづくり」が必要 

⇒その一助となりうる、まちづくりの事例集のような参考書が必要 

⇒多忙な「首長」が一読してポイントが理解できる事例集を作成する 

⇒その事例集を自治体へ配布する等、情報発信・提供していく 

⇒Ｒ７～「持続可能なまちづくり」事例調査の実施 

○「持続可能なまちづくり」事例調査について 

【調査の目的】 

人口減少や地域の維持等課題を有する自治体が、まちの将来像を検討する上で、わか

りやすい事例集を作成し、施策の啓発、アイデア創造等を期待する。 

 

【事例調査の内容】 

・自治体（首長）の参考となる道内外のまちづくり事例の収集 

・協議会委員へのヒアリング、ウェブ文献調査等を行い、事例の紹介、まちづくりを 

進める上でのポイントについて、助言をいただく 

 

【進め方】 

Ｒ７ 協議会委員へのヒアリング、「事例集」のとりまとめの方向性を固める 

Ｒ８ 持続可能なまちづくりの将来像をイメージできる「事例集」の完成 

 

【事例集の構成】 

① （全体）まちづくりを進める上でのポイント（委員からの助言） 

② （個別）自治体（首長）が参照しやすい「事例集」（委員からの情報提供） 

※②に関しては、今後、自治体から「現場の声」について直接聞き取りを行い、 

その内容を事例集に追記する予定。 

 

※「北の住まいるタウン実践ガイドブック」（Ｈ２９年度作成）において、市町村の事例を取

り上げたが、今回の調査では、原則、ガイドブックと市町村の重複がないように事例

を収集。（ただし、ガイドブックで紹介したものと異なる取組や、アップデートした取組

を行っている市町村の事例に重複（１２事例）あり。）   


